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青森県公共事業再評価等審議委員会  委員名簿 

区    分 氏   名 所   属 ・ 役   職  等 

委 員 長 阿波  稔 八戸工業大学 工学部 教授 

委    員 石田  清 弘前大学 農学生命科学部 准教授 

委    員 泉  完 弘前大学 農学生命科学部 教授 

委    員 内海 久香 （株）内海青果 取締役専務 

委    員 大橋 忠宏 弘前大学 人文社会科学部 教授 

委    員 樺  克裕 青森公立大学 経営経済学部 教授 

委    員 髙松 利恵子 北里大学 獣医学部 講師 

委    員 丹治  肇 北里大学 獣医学部 教授 

委    員 南 將人 八戸工業高等専門学校 産業システム工学科 教授 

委    員 山端 一雄 公募 

委    員 渡辺  力 函館工業高等専門学校 社会基盤工学科 教授 

（11 名） （敬称略・五十音順） 

青森県公共事業再評価等審議委員会  審議経過 

第 1 回 平成 30 年 6 月 28 日（木） 

■平成 30 年度再評価対象事業に係る県の対応方針(案)の審議〔14 地区〕

■現地調査地区の検討

■再評価対象事業（現地調査地区除く）に係る委員会意見の決定〔13 地区〕

第 2 回 平成 30 年 8 月 27 日（月） 

■現地調査 広域河川改修事業 十川（五所川原市）

■地元関係者からの意見聴取及び意見交換

■現地調査地区の審議及び委員会意見の決定〔1 地区〕

第 3 回 平成 30 年 10 月 23 日（火） 

■再評価に関する意見書の取りまとめ

■平成 30 年度事後評価結果の審議〔3 地区〕

■事後評価に関する意見書の取りまとめ

■平成 31 年度事後評価対象事業の選定

－３－
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